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　秋
も
深
ま
り
、
日
没
の
時

間
が
早
く
な
り
ま
し
た
―
。

日
没
後
、
電
灯
の
つ
い
て
い

な
い
家
は
留
守
で
あ
る
こ
と

が
外
か
ら
見
て
分
か
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
侵
入
盗
の
被
害

に
遭
う
危
険
性
が
高
ま
る
た

め
、
対
策
が
必
要
で
す
。

　【
泥
棒
が
嫌
が
る
家
の
特

徴
】
▽
庭
木
の
剪せ

ん

定て
い

、
外
か

ら
見
え
や
す
い
柵
の
活
用
ほ

か
で
外
部
か
ら
の
視
認
性
が

高
い
▽
あ
い
さ
つ
な
ど
で
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
活

性
化
さ
れ
て
お
り
、
地
域
住

民
の
目
で
見
守
ら
れ
て
い
る

▽
塀
や
カ
ー
ポ
ー
ト
、
物
置

な
ど
が
建
物
か
ら
離
し
て
設

置
さ
れ
、
二
階
な
ど
か
ら
容

易
に
侵
入
で
き
な
い
▽
ド
ア

や
窓
な
ど
侵
入
口
と
な
る
箇

所
に
サ
ム
タ
ー
ン
カ
バ
ー
、

補
助
錠
が
取
り
付
け
ら
れ
て

い
る
。

　【
被
害
防
止
対
策
】
▽
外

出
時
は
ド
ア
・
窓
の
全
て
を

確
実
に
施
錠
▽
留
守
を
悟
ら

れ
な
い
よ
う
明
か
り
を
つ
け

る
▽
自
宅
に
高
額
な
現
金
や

貴
金
属
を
置
か
な
い
▽
防
犯

砂
利
や
警
報
器
な
ど
を
活
用

▽
防
犯
カ
メ
ラ
を
取
り
付
け

る
こ
と
で
〝
見
せ
る
防
犯
対

策
〞
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

侵
入
盗
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　応
募
い
た
だ
い
た
際
の
個

人
情
報
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
掲

載
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
送
付
の
目

的
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
は

中
日
新
聞
販
売
店
が
お
届
け

し
ま
す
。

　陸
上
自
衛
隊
第
10
師
団
は
二

十
七
日
（
日
）
午
前
八
時
半
―

午
後
三
時
、
守
山
駐
屯
地
＝
守

山
三
＝
で
「
創
立
57
周
年
記
念

行
事
」
を
開
催
し
、
同
駐
屯
地

内
を
一
般
に
開
放
す
る
。

　午
前
十
時
か
ら
の
観
閲
式
典

で
は
、
戦
車
を
は
じ
め
と
し
た

各
種
車
両
や
ヘ
リ
が
参
加
す
る

大
規
模
な
行
進
を
披
露
。
迫
力

あ
る
模
擬
戦
な
ど
訓
練
展
示
、

ド
リ
ル
演
奏
も
行
わ
れ
る
。

　ま
た
、
戦
車
の
試
乗
（
要
整

理
券
、
午
前
八
時
半
―
北
門
付

近
で
配
布
）
、
第
10

音
楽
隊
ほ
か
「
ふ
れ

あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」

な
ど
家
族
で
楽
し
め

る
催
し
が
い
っ
ぱ

い
。
多
彩
な
模
擬
店

や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も

並
ぶ
。

　当
日
は
、
自
衛
隊

小
幡
訓
練
場
（
名
古

屋
第
二
環
状
自
動
車

道
小
幡
イ
ン
タ
ー
南

側
）
と
守
山
区
役
所

に
臨
時
駐
車
場
を
開

設
。
両
駐
車
場
と
Ｊ

Ｒ
新
守
山
駅
か
ら
無
料
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
が
運
行
さ
れ
る
。

　雨
天
時
は
行
事
内
容
の
一
部

に
変
更
の
場
合
あ
り
。
問
い
合

わ
せ
は
第
10
師
団
総
務
課
広
報

室
＝
☎
０
５
２
（
７
９
１
）
２
１

９
１
（
内
線
４
４
７
２
）
＝
へ
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝https://

www.mod.go.jp/gsdf/mae/1

0d/

＝

　歴
史
・
文
化
的
財
産
な
ど
区

の
魅
力
を
紹
介
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
「
守
山
探
検
隊
」
と
一
緒
に

〝
ま
ち
あ
る
き
〞
を
楽
し
む
イ

ベ
ン
ト
が
二
十
六
日
（
土
）
、
守

山
区
役
所
＝
小
幡
一
＝
を
集
合

場
所
に
し
て
催
さ
れ
る
。

　今
回
は
小
幡
南
部
コ
ー

ス
、
テ
ー
マ
が
「
守
山
台

地
の
ヘ
リ
を
歩
く
」
の
約

四
㌔
。
笠
寺
道
駅
跡
と
旧

笠
寺
道
、
守
山
川
南
樋

門
、
矢
田
河
原
鉄
炮
稽
古

場
跡
ほ
か
を
巡
り
、
名
鉄

矢
田
駅
で
解
散
と
な
っ
て

い
る
。

　参
加
無
料
、
事
前
申
し

込
み
不
要
。
午
前
十
時
―

二
時
間
程
度
、
同
九
時
半

―
受
け
付
け
。
一
般
対
象
（
小

学
三
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）
、
定
員
六
十
人
。
動
き
や

す
い
服
装
と
履
き
慣
れ
た
靴

で
、
帽
子
や
水
筒
、
タ
オ
ル
な

ど
を
持
参
。

　小
雨
決
行
。
開
催
可
否
は
当

日
の
午
前
八
時
以
降
、
名
古
屋

お
し
え
て
ダ
イ
ヤ
ル
＝
☎
０
５

２
（
９
５
３
）
７
５
８
４
＝

で
。
問
い
合
わ
せ
は
守
山
探
検

隊
実
行
委
員
会
事
務
局
（
区
役

所
地
域
力
推
進
室
）
＝
☎
０
５

２
（
７
９
６
）
４
５
２
４
＝
へ
。

　歴
史
講
演
会
「
志
段
味
古
墳

群
か
ら
み
た
古
墳
時
代
の
濃

尾
」
が
十
一
月
二
十
九
日

（
金
）
、
守
山
文
化
小
劇
場
＝

小
幡
南
一
＝
で
開
か
れ
る
。
一

般
対
象
、
定
員
四
百
人
。
入
場

無
料
、
た
だ
し
整
理
券
要
。

　同
劇
場
と
市
教
育
委
員
会
文

化
財
保
護
室
が
主
催
。
講
師
は

市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
室

学
芸
員
の
酒
井
将
史
さ
ん
が
務

め
、
志
段
味
古
墳
群
の
こ
れ
ま

で
の
発
掘
調
査
の
成
果
を
基
に

尾
張
・
濃
尾
の
古
墳
と
の
関
係

な
ど
に
つ
い
て
話
す
。

　午
後
一
時
半
開
場
、
同
二
時

開
演
、
同
三
時
半
終
演
予
定
。

整
理
券
は
、
守
山
文
化
小
劇
場

や
体
感
!
し
だ
み
古
墳
群
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
（
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｍ

Ｕ
）
ほ
か
で
配
布
し
て
お
り
、

な
く
な
り
次
第
終
了
。

　問
い
合
わ
せ
は
守
山
文
化
小

劇
場
＝
☎
０
５
２
（
７
９
６
）

１
８
２
１
＝
へ
。

　〇
歳
か
ら
大
人
ま
で
―
。

「
エ
イ
ジ
フ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
十
一
月
十
三
日
（
水
）
、
守

山
文
化
小
劇
場
＝
小
幡
南
一
＝

で
開
か
れ
る
。
午
前
十
一
時
開

演
、
同
十
時
十
五
分
開
場
。

　同
劇
場
と
、
そ
の
舞
台
の
運

営
な
ど
を
続
け
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
ま
め
な
し

が
主
催
。
小
さ
な
子
ど
も
に

も
、
大
人
と
同
じ
環
境
で
音
楽

を
聴
い
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と

の
思
い
で
始
ま
っ
た
企
画
。

　今
回
は
、
か
と
う
と
も
こ
さ

ん
と
大
宮
陽
子
さ
ん
（
と
も
に

ア
ル
パ
）
、
田
中
紫
織
さ
ん

（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）
が
出

演
。
ア
ル
パ
は
ハ
ー
プ
の
一
種

で
、
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
な
ど
で

も
演
奏
さ
れ
る
楽
器
。

　プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
パ
ッ
ヘ
ル

ベ
ル
の
カ
ノ
ン
」
「
コ
ー
ヒ
ー

・
ル
ン
バ
」
「
ジ
ブ
リ
メ
ド
レ

ー
」
ほ
か
。
ま
た
会
場
で
は
、

コ
ン
サ
ー
ト
に
関
連
す
る
図
書

の
展
示
と
お
は
な
し
会
も
同
時

開
催
さ
れ
る
。

　入
場
料
（
全
自
由
席
）
一
般

千
円
、
小
学
生
以
下
五
百
円
。

二
歳
以
下
無
料
、
席
が
必
要
な

場
合
は
有
料
。
授
乳
ス
ペ
ー
ス

付
き
休
憩
室
・
お
む
つ
替
え
用

の
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
あ
り
。
チ
ケ

ッ
ト
な
ど
問
い
合
わ
せ
は
守
山

文
化
小
劇
場
＝
☎
０
５
２
（
７

９
６
）
１
８
２
１
＝
へ
。

　
　
　◇

　
　
　
　◇

　同
コ
ン
サ
ー
ト
の
招
待
券

（
一
般
）
を
本
紙
読
者
三
組
六

人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
お
届
け
の
中

日
新
聞
販
売
店
名
を
明
記
し

て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０
７
、

松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ
ー
ム

ニ
ュ
ー
ス
「
エ
イ
ジ
フ
リ
ー
」

プ
レ
ゼ
ン
ト
係
へ
。

　締
め
切
り
は
二
十
九
日

（
火
）
必
着
。
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
招
待
券
の
発
送
を

も
っ
て
発
表
に
代
え
ま
す
。

　◇
リ
ン
ゴ
展

　26
日
（
土
）
―
11
月
10
日

（
日
）
ま
で
、
前
９
―
後
４
・

30
、
東
谷
山
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク

☎
０
５
２
（
７
３
６
）
３
３
４

４
。
い
ろ
い
ろ
な
品
種
の
実

物
、
情
報
パ
ネ
ル
を
展
示
。
※

28
日
（
月
）
・
11
月
５
日

（
火
）
は
休
園
日
。
無
料

　◇
お
も
ち
ゃ
病
院

　26
日
（
土
）
前
10
―
後
２
・

30
、
守
山
区
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
５
２
（
７
５
８
）
２
０
１

１
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
ど
ん
ぐ
り
」
の
皆
さ
ん
が
、

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
修
理
。
一

般
対
象
、
小
さ
な
キ
ッ
ズ
ス
ペ

ー
ス
と
お
も
ち
ゃ
あ
り
。
無
料

（
材
料
代
の
み
実
費
）

　◇
秋
ま
つ
り
「
野
だ
て
」

　26
日
（
土
）
前
10
・
30
―
後

２
、
守
山
福
祉
会
館
☎
０
５
２

（
７
９
３
）
６
３
３
０
。
抹
茶

の
ほ
か
、
パ
ン
や
野
菜
な
ど
を

販
売
。
※
な
く
な
り
次
第
終

了
。
一
般
対
象
。

　◇
秋
の
い
け
花
展

　27
日
（
日
）
前
10
―
後
４
、

守
山
区
役
所
三
階
講
堂
。
※
問

い
合
わ
せ
は
区
役
所
地
域
力
推

進
室
☎
０
５
２
（
７
９
６
）
４

５
２
７
へ
。
守
山
区
華
道
連
盟

所
属
・
教
授
者
の
社
中
ら
に
よ

る
四
十
六
瓶
を
展
示
。
呈
茶

（
有
料
、
後
３
ま
で
）
あ
り
。

一
般
対
象
。
無
料

　◇
守
山
区
在
宅
医
療
・
介
護

市
民
向
け
講
演
会
「
こ
ど
も
の

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
〜
正
し
い
知

識
と
最
新
情
報
」

　30
日
（
水
）
前
11
―
後
０
・

15
、
守
山
区
休
日
急
病
診
療
所

＝
小
幡
一
ノ
三
ノ
二
。
※
問
い

合
わ
せ
は
守
山
区
は
ち
丸
在
宅

支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
２
（
７

９
５
）
０
８
７
４
へ
。
講
師
は

陶
生
病
院
・
小
児
科
主
任
部
長

の
森
下
雅
史
さ
ん
。
一
般
対

象
、
当
日
先
着
八
十
人
。
無
料

　◇
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

　31
日
（
木
）
前
８
・
45
―
後

４
・
50
、
守
山
児
童
館
☎
０
５

２
（
７
９
６
）
１
５
０
１
。
魔

法
使
い
や
お
化
け
な
ど
の
衣
装

を
着
て
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
楽

し
む
催
し
。
乳
幼
児
・
小
中
高

生
と
そ
の
保
護
者
対
象
。
無
料

　◇
え
い
ご
で
た
の
し
む
お
は

な
し
会

　31
日
（
木
）
後
４
―
４
・

30
、
守
山
図
書
館
☎
０
５
２

（
７
９
３
）
６
２
８
８
。
金
城

学
院
大
学
の
皆
さ
ん
に
よ
る
季

節
に
ち
な
ん
だ
歌
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
な
ど
。
幼
児
・
小
学

生
対
象
。
無
料

　◇
Ｌ
ｅ
ｔ

　ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ

　Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ
!

　11
月
２
日
（
土
）
前
10
・
30

―
11
、
志
段
味
図
書
館
☎
０
５

２
（
７
３
６
）
６
９
０
７
。
洋

書
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
手
あ

そ
び
な
ど
。
幼
児
―
一
般
対

象
。
無
料

　◇
守
山
鯱
城
会
「
第
17
回
趣

味
の
作
品
展
」

　６
日
（
水
）
―
10
日
（
日
）

前
10
―
後
６
（
最
終
日
は
後
５

ま
で
）
、
名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
矢
田
＝
東
区
大
幸
南
一
ノ

一
ノ
一
〇
。
※
問
い
合
わ
せ
は

同
会
行
事
委
員
長
の
岡
部
さ
ん

＝
携
帯
０
９
０
―
１
７
４
０
―

１
６
９
５
へ
。
名
古
屋
市
高
年

大
学
卒
業
・
区
内
在
住
者
で
つ

く
る
同
会
の
会
員
ら
に
よ
る
絵

画
や
写
真
、
書
、
陶
芸
な
ど
約

七
十
点
を
展
示
。
一
般
対
象
。

無
料　◇

公
開
講
座
「
講
談
で
笑
い

と
ワ
タ
シ
を
発
信
」

　７
日
（
木
）
前
10
―
正
午
、

守
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
０

５
２
（
７
９
１
）
７
１
６
１
。

講
談
師
の
旭
堂
鱗
林
さ
ん
が
講

師
に
な
っ
て
話
を
。
女
性
対

象
、
当
日
先
着
六
十
三
人
（
前

９
・
30
―
開
場
）
。
無
料

　大
森
保
育
園
父
母
の
会
は
二

十
六
日
（
土
）
午
前
十
時
―
同

十
一
時
半
、
恒
例
の
「
バ
ザ

ー
」
を
同
保
育
園
＝
大
森
三
ノ

五
〇
四
＝
で
開
く
。

　園
児
ら
が
楽
し
む
文
化
行
事

の
資
金
集
め
や
、
地
域
と
の
交

流
を
深
め
る
た
め
に
毎
年
催
し

て
い
る
も
の
。
日
用
雑
貨
や
衣

類
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
未
使
用
品

・
リ
サ
イ
ク
ル
品
が
並
ぶ
。

　バ
ザ
ー
実
行
委
員
は
「
エ
コ

バ
ッ
グ
持
参
で
、
早
め
に
お
越

し
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
掛
け
て

い
る
。
雨
天
決
行
、
駐
車
場
な

し
。
問
い
合
わ
せ
は
同
委
員
会

の
西
脇
さ
ん
＝
携
帯
０
９
０
―

９
１
８
１
―
４
８
８
７
＝
へ
。

　「
庄
内
川
ま
つ
り

　第
45
回

魚
釣
り
大
会
」
が
十
一
月
三
日

（
日
）
、
庄
内
川
水
分
橋
の
左

岸
を
集
合
場
所
に
し
て
開
催
。

当
日
自
由
参
加
で
、
受
け
付
け

は
午
前
七
時
か
ら
。
審
査
は
午

前
十
時
半
―
同
十
一
時
に
行
わ

れ
る
。

　「
矢
田
・
庄
内
川
を
き
れ
い

に
す
る
会
」
が
主
催
。
守
山
区

の
豊
か
な
自
然
に
親
し
む
催
し

「
守
山
自
然
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー

ル
・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
事
業

の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
る
。

　釣
り
場
の
範
囲
は
水
分
橋
と

新
川
中
橋
の
間
。
数
で
は
な
く

一
匹
の
体
長
を
競
い
、
シ
ラ
ハ

エ
は
市
長
杯
・
賞
状
・
賞
品
、

コ
イ
と
フ
ナ
は
五
位
ま
で
賞
品

な
ど
が
贈
ら
れ
る
。

　誰
で
も
参
加
で
き
、
同
会
の

シ
ン
ボ
ル
バ
ッ
ジ
（
三
百
円
、

当
日
販
売
あ
り
）
着
用
者
が
対

象
。
道
具
や
餌
は
各
自
持
参
。

ま
た
、
子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
魚
釣
り
教
室
（
小
学
生

以
上
対
象
）
や
魚
の
名
前
当
て

ク
イ
ズ
も
催
さ
れ
る
。

　雨
天
の
場
合
は
十
一
月
十
日

（
日
）
に
延
期
。
問
い
合
わ
せ

は
矢
田
・
庄
内
川
を
き
れ
い
に

す
る
会
＝
☎
０
５
２
（
７
９

４
）
３
８
７
６
＝
へ
。

第
10
師
団
創
立
57
周
年
記
念
行
事

観
閲
式
典
や
戦
車
の
試
乗
な
ど
多
彩
な
催
し

毎回大人気の戦車試乗

「
守
山
探
検
隊
」と〝
ま
ち
あ
る
き
〞

26
日 

「
守
山
台
地
の
ヘ
リ
を
歩
く
」を
テ
ー
マ
に

以前の守山探検隊まちあるきイベント

志
段
味
古
墳
群
か
ら
み
た
古
墳
時
代
の
濃
尾

来
月
29
日 

守
山
文
化
小
劇
場
で
講
演
会

復元された志段味大塚古墳

庄
内
川
ま
つ
り

　第
45
回
魚
釣
り
大
会

来
月
３
日 

庄
内
川
水
分
橋
で
受
け
付
け

エ
イ
ジ
フ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

来
月
13
日 

守
山
文
化
小
劇
場

かとうともこさん（左）

と大宮陽子さん田中紫織さん

恒
例
の
大
森
保
育
園
バ
ザ
ー

26
日 

大
森
保
育
園
父
母
の
会
が
開
催

秋の生け花展（以前）


